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文

化

の

道

近
世
の
文
化
は
、
東
北

に
は
江
戸
を
中
心
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
慶
長

八
年

(
一
六
〇
三
)
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府

を
開
い
て
以
来
、
明
治
維
新
を
経
て
現
在

ま
で
江
戸
ー
東
京
が
政
治

・
経
済

・
文
化

の
枢
軸

と
し
て
の
活
動
を

つ
づ
け

て
い
る
。

他
方
、
古
く
か
ら
わ
が
国

に
お
け
る
文
化

の
中
心
は
、
京
都
を
擁
す
る
畿
内
地
方
に
あ

っ
た
。
京
都
は
皇
城

の
地
で
あ
り
、
仏
教
各
宗
派
の

本
山
も
集
中

し
て
、
伝
統
工
芸

・
諸
技
能
の
家
元
が
朝
廷
を
取
り
ま
く
公
郷

た
ち

に
独
占
さ
れ
、

官
位

・
栄
誉
と
し
て
の
綱
位
、

法
橋

.
法

印

・
法
眼
な
ど
授
与
権
を
掌
握
す
る
所
で
あ
り
、
諸
技
能

・
工
芸
練
磨

の
地
で
あ

っ
た
か
ら
、
天
下
に
名
を
成
そ
う
と
す
る
人

々
は
み
な
京
都

を
め
ざ
し
た
。

ま
た
京
都
は
名
所
旧
蹟

に
富
み
、
神
社

・
仏
閣

に
詣
で
る
人

々
が
集
中
し
た
。
交
通
機
関

の
未
発
達

の
時
代
で
、
人

々
は
み
ず
か
ら
の
足
で

大
地
を
踏
ん
で
歩

か
ね
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
が
、
技
能

に
信
仰

に
あ
こ
が
れ
た
当
時
の
人

々
は
、
京
都
と
江
戸
か
ら
数

々
の
文
化
を
手
ず

か
ら
運

ん
だ
し
、
ま
た
途
中

の
諸
国
の
文
化
と
も
交
渉
を
も

っ
た
。
そ
れ
は
道
路
を
媒
介
と

し
て
な
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
近
世

に
お
い
て
、
交
通
路
は

鵬

文
化

の
路

に
ほ
か
な
ら
な

か

っ
た
。
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矢
吹

に
お
け

る
文
化

の
路
は
、
幕
府

の
五
街
道
政
策

に
よ
り
完
成
さ
れ
た
江
戸
か
ら
白
坂
ま
で
の
奥
州
街
道

の
延
長
上

矢

吹

の

文

化

に
、
白
河

よ
り
青
森
ま

で
が
奥
州
道
中
と

し
て
、
南

か
ら
北
に
貫
通
し
て
い
る
。
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)

に
完
成

さ

れ
た

こ
の
道
路
が
矢
吹
を
宿
駅
と
し
、
♪歳」ら
に
、
会
津

よ
り
は
山
間
を
縫

っ
て
東

に
向
う
。
諸
道
路
が
矢
吹

に
集
中
し
た
。

十
世
紀

の

『
和
名
抄
』

に
み
え
る
駅
家
を
た
ど

っ
て
、
棚
倉

・
塙
と
久
慈
川
沿

い
に
下
る
水
戸
街
道
の
分
岐
点
で
も
あ
り
、
ま
た
近
世
の
奥

州
道
中
の
出
来
る
ま
で
の
占
代

か
ら
中
世

に
は
、
白
河

の
関
を

こ
え
て
奥

に
通
じ
る
旗
宿
街
道
が
、
中
畑

・
三
城
目
と
矢
吹
地
内
を
通

っ
た
と

み
ら
れ
る
。

こ
の
街
道
は
、
奥
州
道
中
が
白
坂
通
り
の
本
街
道
と
し
て
武
家

・
公
用
旅
行
道
と
な

っ
て
以
来
、
脇
街
道
と
し
て
商
業

・
廻
米
な

ど
生
産
商
品
輸
送
の
道
と
し
て
生
き

つ
づ
け
る
。

こ
れ
ら
主
要
街
道
を
通
じ
て
、
近
世

の
文
化
が
矢
吹
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
田
中
丘
隅
は

『民
間
省
要
』

の
な
か
で
、
街
道

は
血
管
と
同
じ
く

休
み
な
く
動
く
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
の
政
治

・
経
済
そ
し
て
文
化
も
栄

え
る
と

い
っ
て

い
る
。

矢
吹

の
近
世
文
化

は
、
こ
の
よ
う
な
主
要
街
道

に
よ

っ
て
運
ぼ
れ
て
定
着
し
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
で
た
も

の
で
あ
る
。

教

育

近
世
初
期

羅

制
の
成
立
か
ら
確
立
期
に
至
る
ま
で
、
地
元

ほ

目
立

つ
も
の
は
な
い
。
城
下
町
忠

の
文
化
で
、

白
河

か
ら
の
侵
透
が
主
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
は
主
に
寺
院
僧
侶

に
よ
る
文
化
の
伝
導
が
寺
院
と
信
仰
を
軸
と
し
、
名
主
庄
屋
層
の
人

々
は
そ
の
家
職
を
守
る
た
め
に
、
読
み
書

き

.
そ
ろ
ぽ
ん
の
習
学
が
行
わ
れ
る
の
が
主
で
あ

っ
た
。

い
ず
れ
も
矢
吹
に
含
ま
れ
る
旧
村
毎
の
寺
院

の
僧
た
ち
が
教

え
て

い

る
。
年

貢

勘

定
、
宿
駅
業
務

お
よ
び
村

の
諸
役

を
勤
め
る
村
役
人
層

の
人

々
は
、
文
字

・
そ

ろ
ば
ん
の
修
学
に
つ
と
め
た
が
、

一
般
庶
民
で
は
商
家
を
の
ぞ

け
ぽ
、
農
工
と
も

に
学
問

は
無
駄

な
も

の
と
し
て

い
た
。
近
世
初
期

に
お
け
る
熊
沢
蕃
山

・
山
鹿
素
行

の
学
問

・
文
化

の
概
い
手

は
支
配
者

の

も
の
で
、

一
般
庶
民
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

元
禄
期
は
商
品
貨
幣
経
済
の
侵
透
、
天
下
太
平
の
世
と
な
り
、
実
力
を
蓄
え
た
町
人

・
富
商
は
、
学
問

・
遊
芸
に
力
を
注
い
だ
。
町
人
文
化

と
い
わ
れ
る
国
学

.
俳
譜

.
歌
舞
妓

.
物
語

り
が
大
き
な
勢
力
を
も

っ
て
く

る
。
当
時

の
萩
生
狙
来

・
大
宰
春
台
な
ど
が
、
学
問

は
士
大
夫

の

も
の
と
し
て
い
る
が
、
租
来

一
門
と
違

っ
た
見
方
を
し
た
室
鳩
巣

一
派
は
、
庶
民
教
育

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
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学
問
が
政
治
と
直
接

に
結
び

つ
き
始
め
る
の
は
享
保
期
以
降
、
幕
藩
封
建
制

の
動
揺
期

で
あ

っ
て
、
真
剣

に
学
問
を
実
学
と
し
て
政
治
に
利

用
す

る
傾
向
が
強
ま
る
。
幕
府
ぱ
じ
め
諸
藩

で
も
、
学
問
巧
者
な
者

は
幕
藩
制

の
崩
壊
期
を
迎
え
る
時
代
に
は
、
封
建
身
分
制
の

枠

を

や

ぶ

り
、
学
者
と
し
て
世

に
立

つ
こ
と
が

で
き
る
傾
向
が

一
般
化
す
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
庶
民
教
育
も
発
達

し
た
。
寺
院

.
社
家

.
村
名
主
の

所
で
読
み

・
書
き

・
数
学
な
ど
が
社
会
情
勢
の
要
求

に
よ

っ
て
教
習
さ
れ
、
寺
小
屋
教
育
が
普
遍
化

し
た
の
で
あ
る
。

教
授
課
目
は
、
片
仮
名

・
ひ
ら
仮
名

の
い
ろ
は
よ
り
始

ま
り
、
十
干
十

二
支

・
国
づ
く
し

.
名
前
づ
く
し

.
消
息
往
来

.
古
状
揃

.
凡
月
づ

く
し

・
月
づ
く
し

・
千
字
文
な
ど
で
、
幼
少
か
ら
は
初
学
と

し
て
数
づ
く
し

・
い
ろ
は
文
字

か
ら
入
り
、
や
が
て
和
歌

・
漢
学

・
国
学

.
和
算

と
余
力
あ
る
も
の
は
、
好
み
に
よ

つ
て
修
得
し
て
行

っ
た
が
、
庶
民
教
科
目
は
童
子
教

・
実
語
教

・
商
売
往
来

・
職
人
づ
く

し

・
庭
訓
往
来

・

農
業
往
来

・
御
成
敗
式
目

・
加
算
減
算
を
多
く
得
目
と
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
教
育
の
な
か
で
特

に
習
字

は
重
視
さ
れ
、
幕
府

の
も

っ
ぽ

ら
採
用
し
た

「御
家
流
」

の
書
法
が
大
き
く
普
及
し
た
。

い
ろ
は
文
字
か

ら
、
各
種
往
来
物

・
漢
学

・
国
学
、
と
く

に
合
理
的
な
和
算

の
普
及
は
、
庶
民
に
自
意
識
を
育
て
、
白
己

の
境
遇

.
社
会
の
姿
を
直
視

さ
せ
る

作
用
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
和
歌

・
連
歌

・
俳
諸

・
立
花

・
謡

・
礼
法

・
舞

な
ど

に
す
ぐ
れ
た
才
能

を
発
揮
し
、
封
建
社
会

の
身
分
制

の
わ

く
を

の
り
こ
え
て
、
支
配
階
層

の
人

々
の
師
表
と
も
な

る
人
が
多
く
出
た
。

矢
吹
地
方

で
は
、
奥
州
道
中
筋

の
宿
駅
農
村
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
物

は
出
て
い
な

い
が
、
大
福
寺

.
長
徳
寺

.
澄
江
寺

.
正
福
寺

.
景

政
寺

・
城
見
寺

・
三
城
目
澄
江
寺

・
慈
眼
寺
な
ど
の
住
僧
や
、
修
験
宗
の
本
山
派
、
当
山
派
僧
侶

に
よ

っ
て
、
教
学
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
間

違

い
な

い
。
幕
末
期
の
芋
手
屋
教
育

の
普
及
侵
透

に
よ

っ
て
、
村
役
人
層
の
な
か
で
は
、
白
河

.
水
戸

.
笠
間

.
黒
羽
な
ど
の
学
者

に
入
門

し

て
勉
学
す
る
風
潮
が
生

じ
た
。
当
時

の
こ
れ
ら
人

々
の
学
問

に
対
す

る
考
え
は
、
天
保

八
年

(
一
八
三
七
)
仲
秋
、
中
畑
村
岡
崎
長
左
衛
門
保

光
が
f
孫

に
遺

し
た

「予
孫
教
訓
禁
誠
鑑
」

に
次

の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

若
年

の
旅
、
芸
能
不
相
候
テ
叶

ハ
ザ

ル
モ
ノ

ハ
手
習

・
学
問

・
算
盤

・
算
用

ハ
幼
年

ノ
折

ヨ
リ
出
精
致
候
事
噂
要

二
候
、
蹴
鞠
、
茶
之
湯

ノ
事

ハ
高
位

ノ
人

ノ
楽

シ
ム
芸

二
有
之
候
得

ハ
、
不
学
候
共
苦

シ
カ
ル
間
舗
候
、
小
笠
原
謝
礼
、
腔
方
折
方
、
碁

.
将
棋
、
、》
花
生
華
、
歌
、

三
味
線
等

ノ
芸
、
暇
有
之
時

ハ

075

少

々
相
習
候

テ
モ
可
7
然
哉
、
其
品

々
芸
能

二
耽
相
泥
候
事
、
以

ノ
外

不
7
宜
候
、
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と
あ
る
通
り
、
岡
崎
家

の
当

主
と
し
て
学
問

へ
の
心
掛
け
が
子
孫

に
遺
さ
れ
て
い
る
。

り
く

ゆ

え

ん

ぎ

た

い

い

幕
府

は
八
代
将
軍
吉
宗

の
時
代

に

「
六
諭
術
義
大
意
」
を
版
行

し
て
庶
民
教
育

に
と

り
こ
み
、
幕
末
期
白
河
藩
で
は
藩
校
立
教

舘

と

併

せ

ふ
き
よ

う
し
や

て
、
松
平
定
信

は
郷
校
と

し
て
敷
教
舎
を
須
賀
川

に
設
け
、
敷
教
条
約
七
章
を
藩
儒
広
瀬
典
に
作
ら

せ
、
領
内
庶
民
教
育

の
拠
点
と

し
て
領
民

の
生
活
と
直
結

し
て
い
た
。
身
分

に
応
じ
た
盆
暮
の
挨
拶
、

一
月

二
日
の
書
初
め
、

一
月
十
五
日
の
ド

レ
ド
焼
き

(書
初
め
を
焼
き
灰
が
高
く

上
が
れ
ぽ
、
字

の
上
達
と
な
る
と
よ

こ
ろ
ぶ
)、

「
月
二
十

五
日

に
は
学
問
の
神
菅
原
道
真
を
祭
る
天
神
講
、

寺
で
は
文
珠
講
を
行

い
、

七
夕

に
は
短
冊
に
字
を
書
き
上
達
を
祈
願
す
る
な
ど

の
行
事
が
村

の
行
事
と
な
り
、
生
活
の
中

に
溶
け

こ
ん
で
い
た
。

こ
れ
ら
庶
民
教
育

の
発
達
は
、
領
主
に
と

っ
て
は
儒
学

に
根
ざ
し
た
道
徳
教
育
を
主
眼
と
し
て
展
開
し
、
農
民
に
と

っ
て
は
生
活
の
た
め
に

必
要
と
な

っ
て
来

た
こ
と
に
原
因
す
る
。
農
村
経
済

の
不
安

・
貨
幣
経
済

の
侵
透

に
対
し
て
、
庶
民
に
判
り
易
い
心
学
が
、
と
く
に
白
河
藩
で

は
説
か
れ
、
庶
民
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
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◎

文

廿酉

文

芸

の

憲

地
方
文
化
の
拠
点
、
な
る
処
は
、
多
く
は
街
道
宿
駅

.
河
川
舟
運
の
要
地
で
あ
・
、
さ
ら
に
換
金
塁

の
毅

製
造

 地
帯

に
あ

っ
た
。
矢
吹
地
方
で
は
、
中
世
以
降

の
主
要
な
関
東
と
奥
州
を
結

ん
で
い
た
旗
宿
越
え
で
あ
る
関
街
道
に
沿

っ
た
、

阿
武
隈
川
沿
岸
部

に
文
化
的
な
素
地
が
あ

っ
た
。

三
城
目

・
中
野
目

・
中
畑
な
ど
の
地
が
そ
れ

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
は
、

近
世
以

降
、
奥
州
道
中

の
宿
駅
と
さ
れ
た
矢
吹
が
、
武
家
と
武
家
荷
な
ど
人
馬
継
立
を
主
要
な
任
務
と
し
て
設
け
ら
れ
た
政
治
性
村
落
で
あ
る
の
に
対

し
、
主
要
街
道
と
し
て
の
位
置
を
こ
れ

に
ゆ
ず

っ
た
関
街
道
に
沿

っ
て

い
た
。
関
街
道

は
、
関
東
と
奥
州
を
結
ぶ
廻
米
を

は
じ
め
、
商
業
商
品

で
あ
る
生
糸

.
紅
草

.
藍

.
馬

.
煙
草
な
ど
商
品
の
江
戸
登
り
の
道
で
あ
り
、
江
戸
か
ら

は
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
流
入
路

で
も
あ
る

街

道

と

し

て
、
経
済
路
線
と
し
て
、
活
発
な
往
来
を
も

っ
た
。

地
方
文
化

の
伝
播
は
、
商
業
取
引
関
係

.
交
通
に
よ
り
、
さ
ら

に
社
会
状
勢

の
安
定
、
信
仰

に
と
も
な
う
遠
隔
地
旅
行
の
可
能
な
時
代
背
景

が
、
近
世
に
お
け
る
文
化

の
流
通
と
な

っ
た
。
中
央
に
お
け
る
文
化
人
た
ち
の
旅
行
も
、
街
道
沿
線

・
港
湾
な
ど
の
宿
駅
な
ど
を
中
心
に
刺
激
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を
与
え
、
近
世
の
中
期
以
降

に
は
出
版
書
籍
が
、
安
価
に
製
作

・
販
売
さ
れ
た
こ
と
も
地
方

の
文
化

に
貢
献
し
て
い
る
。
文
字
を
愛

し
、
文
芸

た
し

な

を
嗜
ん
だ
地
方

の
人

々
は
、
富
農

・
富
商

の
限
ら
れ
た
人
々
で
あ

っ
た
が
、
安
価
な
書
籍

・
出
版
物

で
あ

っ
て
も
容
易
に
入
手
で
き
ず

に
、
多

く
は
自
分

で
写
本
と

し
て
製
本

し
て
勉
強
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
訴
訟

・
領
内
年
貢
米
金
上
納

.
事
務
用
な
ど
の
上
京
、
伊
勢

.
熊
野

.
金
毘

羅
参
詣

な
ど

の
土
産

に
は
、
目
方
の
な
い
書
籍

・
草
紙
な
ど

の
文
学
も
の
が
搬
入
さ
れ
て
、
地
方
文
化

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

寺
子
屋
が
寺
院
で
あ
れ
ば
、
仏
教
臭

の
強

い
も
の
と
な
り
、
神
主
で
あ
れ
ぽ
国
学

.
和
歌
が
主
と
な
り
、
庄
屋

.
名
主
な
ど
に
教
え
ら
れ
る

と
俳
譜

・
和
算
な
ど

の
実
学
的
傾
向
と
な
る
と
い
う
差
は
あ

り
な
が
ら
も
、
初
歩
的
な
漢
学

.
国
学

.
和
歌

.
俳
諸

.
生
花

.
礼
法
な
ど
は
、

村
内
の
有
力
富
農

・
富
商
た
ち
の
必
須

の
教
養
と
し
て
、
生
活

の
面
で
重
ん
じ
ら
れ
る

に
至

っ
た
。

中
央
の
文
化
の
影
響
は
、
須
賀
川
に
お
け
る
相
楽
等
躬
の
よ
う
な
、
地
方
文
化

の
担
い
手
を
生
む
素
因
と
な
り
、
次
に
は
藤
井
晋
流
を
出
現

さ
せ
た
。
以
来
、
須
賀
川
文
化

は
二
階
堂
桃
鼠

・
石
井
雨
考

・
市
原
た
よ
と
全
国
俳
壇
に
著
名
な
人
物
を
う
み
出

し
、
鏡
沼

に
は
常
松
菊
畦
な

ど
、
農
民

で
あ
り
な
が
ら
時

の
藩
主
松
平
定
信
に
愛
さ
れ
る
文
学
者
や
、
社
会
文
化

に
尽
力
す
る
内
藤
平
左
衛
門
や
、
画
人
亜
欧
堂

田
善
な
ど

を
生
ん
だ
。
矢
吹
町

の
地
域
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人

々
が
み
ら
れ
な
い
。
同
じ
領
内
で
隣

り
合

い
な
が
ら
、
何
故

に
育
だ
た
な
か

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
当
時
の
矢
吹
は
、
な
お
須
賀
川
ほ
ど
の
余
裕
を
も
た
な
か

っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
原
因
で
あ

ろ
う
。

矢
吹

の
名
が
文
芸
作
品
の
な
か
に
み
え
る
も
の
を
取
り
上
げ
よ
う
。

文

芸

作

品

の

慶
長

六
年

(
一
六
〇

一
)、
加
賀
百
万
石

の
大
守
と

し
て
知
ら
れ
た
前

田
利
家
の
甥
で
、

滝
川

一
益

の
子
と
も
伝
え
ら

中

の

矢

吹

れ
る
前
田
慶
次
郎
が
、
京
都
か
ら
米
沢

に
下
向
す
る
道

々
に
書
き
記
し
た
日
記
が
、
米
沢
市
立
図
書
館
に

『前

田
慶
次

道
中
日
記
』
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
か
れ
は
武
功
に
隠
れ
な

い
人
で
あ
り
な
が
ら
、
和
歌

.
連
歌

.
仏
典

.
古
典
に
通
じ
た
人
で
、
茶
の
嗜

み
も
あ
る
風
流
人

で
も
あ

っ
た
。

こ
の

「
道
中
記
」

に
、
踏
瀬

の
磨
崖
仏

に
詣

で
、

藪
木

(矢
吹
)
の
里
ま
で
と
思
ひ
つ
る
に
、
と
ど
ま
る

へ
ぎ
宿
も
な
く
、
い
は
せ
に
行
、

と
あ

る
。

慶
次
郎
主
従
が
泊
る
宿
も
無
か

っ
た

の
が
慶
長
六
年
当
時
の
矢
吹

の
姿
で
あ

っ
た
。
「
い
わ
せ
」

に
行
く
と
あ

っ
て
須
賀
川

に
泊

っ

095

た
の
で
あ
る
。



世第五編 近

次

は

『
日
本
行
脚
文
集
七
』

に
、
貞
享
四
年

(
一
六
八
七
)
俳
人
大
淀

三
千
風
が
矢
吹
を
通
過
す
る
文
が
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
矢
吹
に
つ

い
て
の
句
は
な
い
。

二
年
後

の
元
禄

二
年

(
一
六
八
九
)、
奥

の
細
道
行
脚
の
松
尾
芭
蕉
と
河
合
曾
良

の
師
弟
が
、

四
月

二
十

一
日
矢
吹
に
泊

さ
る

っ
た
が
、
泊

っ
た
家
は
明
ら
か
で
な
い
。
曾
良

の
随
行
日
記

に
は
、
「矢
吹

へ
申

ノ
上
剋

二
着
、
宿
カ

ル
、
白
河

ヨ
リ
四
里
」
と
だ
け
あ

る
。

同
九
年

(
一
六
九
六
)

三
月
、
天
野
桃
隣
が
、
奥

の
細
道

の
跡
を
た
ど
り
、
同
十
二
年

(
一
六
九
九
)
相
楽
等
躬
が

『伊
達
衣
』
を
出
版
す

る
。
『福
島
県
俳
人
事
典
』

に
よ
れ
ぽ
、

三
城
目
伊
藤
氏
と
し
て
朴
探

・
松
声
の
二
人
が
こ
れ

に
句
を
よ
せ
て
い
る
。

翌
十
三
年
に
は
、
等
躬

が

『
　
の
木
戸
集
』
を
出
版
す
る
が
、

こ
の
な
か
に
三
城
目

の
東
窓

の
句
が
載

っ
て
い
る
。
以
来
芭
蕉

の
足
跡
を
慕

っ
た
俳
人
た
ち
が
矢
吹
を

通
過
す

る
。

画口子
保
十
七
年

(
一
七
三
二
)

大
坂
の
児
島
青
房

『奥

の
小
日
記
』、
元
文
三
年

(
一
ヒ
三
八
)
江
戸

の
山
崎
北
華

『蝶

の
遊
』
が

出
さ
れ
紀
行
文
も
あ
る
。

元
文

二
年
に
は
三
城
目
の
御
霊
神
社

に
、
句
額
が
奉
納

さ
れ
て
い
る
。
三
城
目
伊
藤
氏

の
奉
納
で
三
城
目
連

・
神
田
連
な
ど
の
俳
社
が
、
須

賀
川
俳
壇

の
影
響
化

に
、
よ
う
や
く
定
着
し
た
姿
が
示
さ
れ
て

い
る
。
柳
風

・
一
至

・
一
石

・
東
色

・
秀
山
な
ど

の
人
々
が
見
え
る
。
遠
く
那

須
附
近
ま
で
入

っ
て
お
り
、

三
城
目
が
街
道
沿

い
の
宿
駅
(
関
街
道
)
の
、
取
引
関
係
が
、
す

で
に
医
王
野
か
ら
、
黒
羽
に
さ
か
ん
な
交
流
を
示

し
て
い
る
。
同
四
年
江
戸

の
巽
我
と
鬼
丸
が

『吾
妻
海
道
』
を
、
同
五
年

に
は
名
古
屋
の
馬
州
が

『奥
羽
笠
』
、
江
戸

の
黒
露
が

『
寿

々
梨
沢
』

を
、
寛
保

二
年

(
一
七
四
二
)
与
謝

野
蕪
村
が

『新
花
か
つ
み
』
に
、
陸
奥
の
旅
を
し
て
い
る
。
須
賀
川
俳
壇

に
は
、
等
躬

の
あ
と
を
継
ぐ
藤

井
晋
流
が
、
其
角
門

の
偉
才
と
し
て
全
国

に
知

ら
れ
、
安
積

・
安
達

・
田
村

・
白
川

に
門
弟
を
持

っ
て
活
躍
し
て
い
る
が
、
矢
吹
に
は
須
賀
川

を
す
ぐ
前

に
し
て
い
る
た
め
か
、
あ

る
い
は
杖
を
と
ど
め
る
程

の
俳
人
が
居
な
い
た
め
か
、

い
ず
れ
も
宿
の
名
を
記
す
だ
け

に
す
ぎ
な

い
。

こ
の
こ
ろ
石
川

に
未
哲
庵
文
窓
こ
と
英
夕
が
現
わ
れ
る
。
石
川
郡
を
中
心
と
し
て
活
躍
す
る
。
藤
井
晋
流
は
、
主
に
江
戸

に
生
活

し
て
、
県

内
各
地
方

に
俳
社
が
お
き
る
。
矢
吹
は
白
河
の
溝

口
英
翁
門
と
思
わ
れ
る
英
夕

の
流
派
に
属
し
た
か
と
思
わ
れ

る
。
寛
延

四
年

(
一
七
五

一
)

刊
行
の

『
不
断
桜
』

に
、
三
城
目
の
英
立

・
英

風

・
英
松

な
ど

の
俳
人

の
名
が
載

せ
て
あ

る
。

宝
暦
三
年

(
一
七
五
三
)

に
は
、
白
川
俳
壇

の
隆
勢
を
示
す
よ
う

に
、
和
知
風
光
の

『
宗
祇
戻

し
』
が
出
版
さ
れ
る
。
同
八
年

(
一
七
五
八
)

加
賀
の
既
台
が
通

っ
た

『菰

一
亟
』
、
同
十

三
年
京

の
蝶
夢
が
奥
羽

の
行
脚
を
行
い

『松
島
道

の
記
』
を
、

明
和
三
年

(
一
七
六
六
)

に
は
、

510
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蓼

太
の

『
草
鮭
供
養
』、
同
六
年

に
は
名
占
屋

の
蝶
羅
、
江
戸
の
嵐
亭
が

『松

の
わ
ら
ひ
、

合
歓

の
い
び
き
』
を
、

同
七
年

に
名
古
屋
の
暁
台

が

『
し
を
り
萩
』
、
安
永
二
年

(
↓
七
七
三
)
加
舎
白
雄
が

『
奥
羽
紀
行
』
、
同
年
須
賀
川
で
晋
流

の
あ
と
を
継

い
だ

二
階
堂
桃
鼠

(祖
)
が
、

『
の
き

の
く
り
』
を
出
版
す
る
。
天
明
年
間

(
↓
七
八

一
～

一
七
八
九
)
以
降
須
賀
川

・
郡
山

.
本
宮

.
二
本
松

に
俳
諸
が
さ
か
ん
と
な
り
、

出
版
物
が
数
多
く
出
て
く

る
。
俳
譜
が
庄
屋

・
名
主

・
僧
侶

・
神
主
な
ど
を
主
体
と
し
た
村
内
上
層
の
人

々
の
常
識
と
化
す

る
が
、
矢
吹

の
俳

人
は
少
な

い
。

寛
政
十

二
年

(
一
八
〇
〇
)
秋
、

大
坂
の
大
江
丸
が
、

八

一
歳

の
高
齢

で
奥
州
行
脚

で
福
島

ま
で
来
て
い
る
。
『
あ
が
た
の
三
月

.
四
月
』

に
は
、

矢
吹

の
中
嶋
屋

に

↓
泊

の
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る

(
本
文

は

『矢
吹
町
史
』

3
巻

に
掲
載
)。

大
江
丸
は
飛
脚
問
屋
島
屋
組
の
大
和
屋

宗
二
で
あ
る
。
矢
吹
宿
中
嶋
屋

は
、
嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)
「当
宿
方
之
覚
」

に
つ
ぎ

の
よ
う
に
み
え
て

い
る
。

元
中
嶋
甚
六
ト
申
屋
敷
、
甚
六
子
甚
左
衛
門
、
子
前
之
佐
市
、
共
兄
弟
上
ノ
小
林
主
水
ハ
中
嶋
屋

ヨ
リ
別
而
、
甚
左
衛
門
代

ニ
ハ
松
前
御
鷹
宿
、
年
寄
役

二

成
候
、
其
後
嶋
屋
、
京
屋
宿
申
請
、
此
宿
元
ハ
中
緑
屋
株
也
、
下
新
田
庄
屋
役
相
勤
云
々

飛
脚
問
屋
株
は
、
は
じ
め
中
緑
屋

に
あ
り
、
次
に
中
嶋
屋

に
移

っ
て

い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

大
江
丸

の
福
島
行
き
は
、
飛
脚
問
屋
の
業
務
査
察
を
兼

ね
た
旅
行
で
も
あ
り
、
俳
友
半
輪
の
奥
州
行
脚

よ
り
江
戸

へ
の
帰
り
を
小
田
川
宿

で

再
会
、
矢
吹

の
中
嶋
屋
ま
で
戻
ら
せ
、
俳
諮

一
巻
を
物
し
て
い
る
が
、
地
元

の
俳
人
や
、
宿

の
主
人
な
ど
の
出
席
の
こ
と
は
み
え
な

い
。

『続

々
紀
行
文
集
』

に
あ
る

『
奥
の
荒
海
』
は
、
岡

田
士
聞
妻
女

の
奥
州
道
中
記

で
あ
る
。
そ

の

一
泊

し
た
宿
と
し
て
矢
吹
宿

の
名
が
み
え

る
。
お
そ
ら
く
公
式

の
旅
行
と
女
性

の
こ
と
故

に
本
陣

に
宿
泊

し
た

の
で
あ

ろ
う
。

寛
政
二
年

(
↓
七
九
〇
)
ヒ
月
、

水
戸
よ
り
矢
吹

に
寛
政

三
奇
人
の
ひ
と
り
高
山
彦
九
郎
が
、

棚
倉
を
経

て
矢
吹
を
通

っ
て

い
る
。
『北
行

日
記
i
千

々
和
実
編
』、
同
年
十

一
月
帰
路

に
奥
州
道
中
、
白
河
の
関
を
越
え
て
い
る
。
十

一
月
十

一
日
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

久
来
石
を
経
て
又
夕
売
里
四
丁
に
し
て
矢
吹
駅
石
川
郡
也
i
中
略
-
駅
の
出
口
左
り
義
経
旗
か
け
桜
、
本
田
能
登
守
殿
隠
居
の
跡
也
-
中
略
-
中
畠
新
田
、

大
和
久
、
踏
瀬
皆
馬
尺
と
な
る
。
四
つ
屋
と
て
家
三
軒
有
り
。
是
を
経
て
大
田
川
是
れ
も
馬
尺
と
な
る
。
矢
吹
よ
り
二
里
八
丁
坤
に
く
る
。

11

中
畠

・
大
和
久
な
ど

の
農
村
が
、

い
ず
れ
も
農
業
を

つ
と
め
ず
、
馬
尺

(馬
借
)
を

し
て
、
街
道
稼
ぎ
を
主
業
と
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て

5
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い
る
。
近
世
末
期
の
農
村
経
済

の
破
綻
の
姿
を
見
せ
、
駄
賃
稼
ぎ

・
日
用
取
り
の
状
態
で
あ

っ
た
こ
と
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

同
十
二
年

に
は
伊
能
忠
敬
が
、
幕
命
に
よ
る
蝦
夷
地
測
量
の
帰
途
に
通

っ
た
。
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
四
月
、
文
人
画
家
と
し
て
江
戸

に

あ

っ
た
中
山
高
陽
が
、
奥
羽
旅
行

に
下
り
、
各
地
の
書
家

・
画
家

・
俳
人

・
文
人
た
ち
に
刺
激
を
与
え
な
が
ら
旅
行

し
て
い
る
。
往
ぎ
に
は
矢

吹
を
通
過

し
て
立
ち
寄
ら
な
い
が
、
帰
路

の
十
月
二
十
日
、
矢
吹

の
緑
屋

に

一
泊

し
て
い
る
。

し
か
し
、
矢
吹
で
は
誰
と
も
書
画

の
交
り
を
も

っ
て
い
な
い
。
嘉
永

五
年
の

「当
宿
方
家
之
覚
」

に
は
緑
屋
の
名
が
見
え
、

二
代
目
で
鎮
守
の
上
門

に
あ

り
、
と
さ
れ
て
い
る
。
中
山
高
陽

の

宿
泊
後

六
〇
年
、
矢
吹
町
は
数
多

い
火
災
も
あ
る
の
で
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
緑
屋
半
兵
衛

に
宿
泊

し
た

の
で
あ
ろ
う
。

広
瀬
典

(蒙

斎
)

は
、

白
川
藩
の
儒
者
と
し
て
松
平
定
信

に
仕
え
、
『集
古
十
種
』
、
『
白
川
古
事
考
』、
『白
川
風
土
記
』
を
編
集

し
、

藩
校

敬
学
館
教
授
を

つ
と
め
て
、
会
津

.
二
本
松

・
三
春

の
諸
藩

に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
ま
た
感
忠
銘
、
白
川
古
関
跡
な
ど
に
名
を
残
し
た
人
物

で
あ
る
。

『松
崎
廉
堂
日
録
』
の
文
政
六
年

(
一
八

二
三
)

六
月
四
日
の
条
に
、
「広
以
寧
、
近
く
可
遊
録
を
治
む
る
事
を
云
う
」
と
あ

っ
て
、
『
近
治

可
遊
録
』

の
編
述

の
こ
と
が

み
え
る
。

こ
の
書
は
白
川

に
あ

っ
た
広
瀬
典
を
訪
れ
た
当
時
の
有
名
な
儒
者
、
お
よ
び
藩
内
の
学
者
た
ち
が
、
白

川
領
内

の
各
所
を
探
勝
し
た
文
章
を
集

め
た
も
の
で
あ
る
。

.あ

な
か
か
ら
矢
吹

に
関
す
る
文
を
拾

・
て
見
よ
う

(盤

型

梗
雑

。

游
竜
崎
記

(江
戸
の
儒
者
青
柳
束
里
)

三
城
目
村
を
過
く
。
村
入
道

に
迎
う
。
坂
を
下
れ
ぽ

冗
然
と
し
て
、

三
峯
の
城

郭
刻
画

、
そ
の
古
城

た
る
問

は
ず

し
て
知

る
べ
し
、
畑
生
は
如
古

。
往

い
て

之
を
田
夫
簡

ふ
に
智

ず
。
・
れ
を
刀
を
帯
び
薯

に
問
ふ
・
乃
ち
曰
く
中
畑
上
野
介
の
居
る
所
・
田
間
の
渓
流
を
経
て
悔

着

袴
二

刀
を
帯
し
て
迎

う
、
そ
の
家
に
至
り
言
を
請
う
前
の
者
の
申
す
通
り
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
舟
を
放

っ
て
爆
下
に
到
り
憩
う
。
食
事
を
終
り
茶
を
喫
し
、
す
な
わ
ち
舟
を
渡
頭

に
命
じ
て
、
直
ち
に
清
流
を
下
る
。

太
田
川

.
踏
瀬

.
四
谷
を
通
り
、

松
並
木
を
す
ぎ
、

大
和
久
よ
り
右
折

、

途
中
牧
馬

の
群
り
な
ど
風
光
を
記
し
、

三
城
目
村
よ
り
舟

に
乗

り
、
竜
崎

に
て
、
乙
字
ガ
滝
を
見
た
記
行
文
で
あ

る
。
帰
途
は
成
田
村

よ
り
徒
歩
、

ふ
た
た
び

三
城
目
村

に
戻

っ
て
い
る
。
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錘
三
城
目
村
に
到
り
村
正
の
家
に
憩
う
。
其
先
天
正
年
間

一城
の
主
と
し
て
、
こ
の
地
を
領

す
と
云
ふ
、
家
蔵
の
矢
籠
及
鞍
具
古
色
愛
す
へ
じ
、
に
ご
り
酒
、
野
肴
の
下
物
を
供
さ
れ

る
、
真
率
喜
ふ
へ
し
、
所
謂
御
霊
祠
な
る
も
の
は
鎌
倉
権
五
郎
景
政
を
祀
る
と
云
ふ
、
側

に
占
き
寺
あ
り
景
政
寺
と
称
す
、
景
政
及
び
其
族
人
の
遣
墨
数
幅
を
見
る

と
あ
り
、
三
城
目
伊
藤
家
に
て

の
歓
待

の
有
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

自
白
河
至
須
賀
川

(
江
戸

の
儒
者
松
崎
廉
堂
)

松
崎
僚
堂
は
、
明
和
八
年

(
一
ヒ
七

↓
)
熊
本

に
生
ま
れ
、
江
戸

に
出
て
林
述
斎

の
門

に
入
り
、
佐
藤

一
斎
と
共

に
塾
友
と
し
て
励
み
、

一
生
交
り
を

つ
づ
け
、
享
和

元
年

(
一
八
四
四
)
、

全
国
に
数
多
く
の
門
弟
を
育

て
七
三
歳

で
没
し
た
。

特

に
広

瀬
典

・
渡
辺
華
山
と
親
し
か

っ
た
。
鏡
沼

の
常
松
仲
遷

(収
蔵

・
菊
畦
)
は
、
師
礼

を
と

っ
て
い
た
。
白
河

に
広
瀬
を
訪

ね
、
そ

の
つ
い
で
に
常
松
家
を
訪
ね
た
時
の
文

で
あ
る
。
「中
畑
、
矢
吹
、
久
来

石
、
笠
石
の
四
駅
を
経
」
と
あ

り
、

矢
吹

に
は

通

過

の
宿
名
だ
け
記

さ
れ
て
い
る
。

文
化
十
年

(
一
八

一
三
)
～
文
化
十

一
年

に
か
け
て
、
東
海
道
中
膝
栗
毛

の
弥
次

郎
兵
衛
、
喜
多

八
の
道
中
記
で
知
ら
れ
た
十
返
舎

一
九
は
、
人
物
名
を
替
え
て
常
陸

道
中
記

か
ら
、
奥
州
道
中
記
、
越
後
道
中
記
と
書
ぎ
ま
く

っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
白

川
以
北

の
事
は
、
歩
い
た
こ
と
が
な
く
間
違
い
も
あ
る
こ
と
を
、
正
直

に
断
わ
り
な

が
ら
、
白
川

・
根
田

・
太
田
川

・
踏
瀬

・
大
和
久
と
た
ど
り
、
麦

つ
き

の
女
房
を
か

ら
か
い
、
新

田
で
は
、
老
婆
や
犬
に
か
ら
か
わ
れ
る
文
句
、
矢
吹
で
は
、
名
物
と
し

13

て
大
根
蕎
麦
の
こ
と
を
廷
回き
立
て
て
い
る

(
『矢
吹
町
史
』
3
巻

資
料
編
H
4
ー
五
五
四
)。
い
ず
れ
も
当
時

一

5
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噛烹
繍ぎ
、

、
騨
蹴
繁

凝
霧

飢
毒

、躍

熱

冒
黛

蛍
唾

……㍗
・

臨
麟

、属

焦
灘

濡
、

簸
麟

"凝

耀
饗
学下

繍
鍵議

騨驚
鑓

鍛

..
絆

天和2年 キ リシタソ制札(神 田 藤井ハル蔵)

　纒 難 襲鰯
般
化

し
て
販
売

さ
れ
た
、
諸
国
道
中
記

の
宿
場
名

に
か
ら
ま
し
た
、
想
像
物
語

り
で
あ
る
。

総

じ
て
矢
吹

の
文
化
は
、
須
賀
川

に
お
く
れ
を
取
ら
ざ

る
を
え
な
か

っ
た
が
、
限
ら
れ
た
人
と
し
て
中
畠

の
岡
崎

.
小
針

両
家
が
目
立

っ
て
い
る
。
寛
政

四
年

(
一
七
九

二
)
須
賀
川
御
所
宮
神
社

に
句
碑

を
建
立
し

ゆ
う

こ
う

ち
か

の
り

た
岡
崎
栄
斧
を
は
じ
め
、
そ
の
子
の
幽
篁
、
小
針
子
尋
な
ど
、
幕
末
期

の
活
躍
が
見
ら
れ
る
。
三
城

目

・
中

畑
が
矢
吹

に
比
較

し
て
上
位

に
あ
る
と

い

っ
て
よ
い
が
、
庄
屋
、
僧
侶
な
ど
村

の
上
層
部

の
み
の
文
化
担
当

者
で
、
庶
民
は
見
ら
れ
な
い
後
進
性
が
あ

っ
た
。

(
田
中

正
能
)

二

信

仰

O

信

仰

の

姿

に
宗
教
は
盲
従
さ
せ
ら
れ
た
。

よ
い
僧
侶
と
化
し
お
わ

っ
た
。

幕
府

の
宗
教
統
制

は
、
幕
府
創
立
期
の
寺
院
法
度

の
制
定

、
神
社
関
係
で
は
吉
田
唯

一
神
道

の
公
認
に
よ

っ
て
骨
核
を
形
づ
く
ら
れ
た
。
寛

永
期
ま
で
に
本
未
制
度
を
規
定

し
、
寛
永
十
四
年

の
天
草

の
農
民
争
乱
を
名
目
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ソ
禁
圧
を
強

化
、
宗
門
人
別
帳
を
制
度
化

さ
せ
、
始

め
て
こ
の
項

か
ら
寺
々
に
過
去
帳
が
備
え
ら
れ
る
。

宗
門
人
別
帳

の
出
現

は
嫁
取

り
、
婿
養
子

.
奉
公

・
旅
行

・
出
生

・
死
亡
す
べ
て
壇
那
寺

の
証
明
を
要
す
る
仕
組
と
な
り
、
農
民

は
、
領
主

近
世
の
宗
教
、
と

り
わ
け
仏
教
は
、
幕
藩
封
建
制

の
も
と
に
組
み
こ
ま
れ
、
幕
府
-

近

世

の

信

仰

本
寺
-
未
寺
ー
壇
家
と

一
元
支
配
に
編
制
さ
れ
た
。
徳
川
幕
府
以
前
の
庶
民
と
宗
教

の
つ
な
が

り
、
信
仰

の
個
性
的
な
内
容

は
、

一
切
を
否
定

さ
れ
、
信
仰
の
内
容
は
均
質
化
さ
れ
、
幕
府
政
策

寺
院

の
僧
侶

は
支

配
機
構

の
末
端

に
つ
ら
な
り
、
庶
民
側
で
な
く
支
配
者
側
と
な
り
、
収
奪
の
み
を
考
え
れ
ば

514



支

配
の
庄
屋

.
名
主
の
政
治
支
配
と
別

に
寺
院
支
配
と
い
う
二
重
支
配
を
う
け
る

に
至

っ
た
。
権
利
を
利
用

し
た
寺
僧

た
ち
は
営
利
追
求
に
走

り
、
多
く
は
堕
落
し
た
。
統
制
さ
れ
た
宗
教

は
も
は
や
信
仰
の
対
照
と
し
て
の
魅
ヵ
を
失

い
、
葬
式
だ
け
の
も

の
と
仏
教
か
ら
人

心

は
離

れ

た
。
人

ん、
は
、
析
傭
呪

い
に
ひ
か
れ
て

い
く
。

近
世
中
期

に
は
、
神
仏
習
合
の
信
仰
が
強
ま
り
、
修
験
宗
の
勢
力
が
強
く
な
る
。
神
仏
習
合
の
祈
疇
は
、
農
民
日
常
生

生
活
の
中
の
信
仰

活

に
密
着

し
て
、
農
民

の
信
仰
を
と
ら
え
て
離
さ
な
く
な
る
。
各
村
に
お
け
る
法
印
と
よ
ぼ
れ
る
天
台
宗
本
山
派
、
真

き.口宗
当
山
派
と
よ
ば
れ
る
各
派
修
験
た
ち
は
村
人
と
共

に
生
活

し
な
が
ら
、
芋
r
屋
を
開
き
、
女
f

に
は
栽
縫
な
ど
を
教
授
し
、
病
災
祈
疇
、

ま

じ
な

呪

い
を
行

い
、
よ
ろ
ず
相
談
相
手

の
祈
,帽
者

に
対
し
、
そ
の
御
本
尊

に
対
す
る
現
世
利
益

の
観
音

・
不
動

・
薬
師

・
地
蔵
等

の
信
仰
を

つ
よ
め

ザ

蓑
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(中畑 岡崎長成蔵)

続
け
た
。

矢
吹
町
の
神
社
は
、
仏
教
徒

で
あ
る
別
当
支
配

の
神
社
が
ほ
と
ん
ど
で
、
村

の
鎮
守
と
し

て
僧
侶
に
よ

っ
て
管
理
、
運
営
さ
れ
て
い
た
。
近
匪
の
農
村
内
部

で
は
、
農
民
は
年
貢

の
強

圧
、
賃
幣
経
済

の
侵
透

に
よ
る
農
村
内
部

の
分
化
、
打
ち

つ
づ
く
天
災
な
ど

の
不
作
、
現
世

利
益
的
な
、
祈
薦
、
呪

い
に
頼
る
以
外
に

な
く
な

っ
て

い
た
。

寺
を

持

つ
こ
と
を

許
さ
れ

ま
じ
な

ず
、
霞
だ
け

(得
意
場
)
で
護
摩
祈
.崎
、
災
除
け
札
配
り
、
呪

い
を
職
と

し
て
村
内

に
居
庄

し
た
修
験
宗

の
さ
か
ん
に
な
る
の
は
当
然

で
あ

っ
た
。

松
倉

の
宝
蔵
院

・
成
就
院

・
柿

ノ
内
竜
蔵
院

・
矢
吹
大
福
寺

∴
二
城
目
常
法
院
な
ど
神
仏

習
合
を
利
用
し
て
、
農
民
の
な

か
に
密
着

し
た
信
仰
を
と
ら
え
て

い
る
。
豊
作
祈
願
、
災
害

防
除
、
病
疫

退
散
、
家
内
安
全
析
願
な
ど
切
実
な
農
民

の
願

い
に
こ
た
え
る
と
共

に
、
こ
れ

ら
の
祈

り
を
通
じ
て
、

農
民

に
慰
め

の
場
を
供
し
て
い
る
。
「
円
谷

家
文
書
」

に
よ
れ
ぽ
、

神
お
ろ
し

・
弥
勒
祭
り

・
天
気
祭
り

・
辻
念
仏

・
珠
数
く
り

・
虫
送
り

・
山

ノ
神

・
嵐
除
け

15

・
雷
除
け

・
火
難
除
け

・
熊
野
講

・
粟
島
講

・
え
び
す
講
な
ど
が
数

え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は

5
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蜘
ぜ

番

に
宿
を
定

め
、
夜
問
を
主

に
し
て
、
会
合
、
飲
食

を
持
ち
よ
り
念
仏
や
真
言
呪
を
と
な
え
、

戸

一
人

の
出
席
と
も
な

っ
て
、
苦

し
い
農
村
生
活

の
潤
滑
油
的
心
の
支
え
の
信
仰
と
な

っ
て
い
た
。

と
り
わ
け
泉
崎

の
烏
峠
稲
荷
、
岩
瀬

・
安
積
両
郡

の
妙
見
社

の
種
替

い
、

田
村
郡
東
堂
山

の
馬
産
、
養
蚕
祈
願
な
ど
他
領
地

の
信
仰
も
さ
か

ん
で
あ

っ
た
。
松
平
定
信
時
代

に
将
励
さ
れ
た
須
賀
川
道
祈
神
、
小

田
倉
道
祖
神
な
ど
強
制
的
信
仰
な
ど
も
あ

っ
た
。
女
子
の
年
齢
集
団
信
仰

で
あ
る
二
十
三
夜

・
十
九
夜

お
よ
び
粟
島
信
仰
、
男
子
達

の
み

の
庚
申
、
那
須
白
湯
山
、
古
峯
、
出
羽
三
山
、
伊
勢

な
ど
他
国
信
仰
も
入

っ
て

い
る
が
、

い
ず
れ
も
近
世
農
民

の
信
仰

は
、
寺
院
、
神
社

を
信
仰
の
対
象
と
は
せ
ず

に
、
農
村
、
農
民
経
済

の
貧
窮

は
、
現
世
利
益
的
信
仰
が

か
え

っ
て
盛
大
で
あ

っ
た
と
い
う
特
長
を
も

つ
。

氏
子
講
な
ど
よ
り
数
が
多
い
、
農
民
た
ち
が
寺

・

神
を
は
な
れ
て
、
現
世
利
益
祈
願

の
、
い
わ
ゆ
る

民
間
信
仰
だ
け
を
残

し
て

い
る
。

農
民
の
間
に
根
ざ
し
た
諸
神
仏
を
祀
り
信
仰
の

対
象
と
す
る
陰
陽
五
行
思
想
、
日
待

・
月
待
な
ど

地
域
ご
と
の
信
仰
で
あ

り
、
組
織
的
指
導
者
な
ど

を
も

っ
て
い
な
い
。
野
の
仏
と
い
わ
れ
る
信
仰
で

あ
る
。
山
神
、
水
神
、
荒
神
、
天
神
、
雷
神
、
風

神
、
子
安
観
音
、
馬
頭
観
音
、
不
動
、
地
蔵
、
薬

師
、
庚
申
、

大
黒
、

弁
天
、

二
十
三
夜
、

十
九

夜
、
道
祖
な
ど
の
神
仏
の
信
仰
は
、
い
ず
れ
も
修

験

の
人
た
ち
に
よ

っ
て
根
強

い
信
仰

に
育

っ
た
。

陰
陽
や
干
支

に
に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
て
お
り
、
順

あ
と
は
娯
楽
的
色
彩
が
濃
く
な
る
が
、
村
内

一
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三
城
目

に
伝
わ
る
、
三
匹
獅
子
舞

(根
宿

・
須
乗
新
田
に
も
あ

っ
た
)

・
平
鍬
お
ど
り
、
原
宿

の
二
十
三
夜
講
、
い
ず
れ
も
が
修
験
の
人

々

に
よ

っ
て
、
近
世
中
期

に
農
作
祈
願
、
疫
病
除
け
と
し
て
現
世
利
益
的
な
信
仰
を
土
台
に
成
立
し
て
い
る
こ
と

で
も
明
ら
か
で
あ

る
。
中
世
以

降

の
蛭
児
信
仰
も
近
世

に
生
き

て
い
た
。

僧
侶

の
説
経
、
神

主
の
神
の
道
よ
り
、
耕
作

に
直
接
影
響
す
る
神
仏
信
仰
、
職
業
的
信
仰

に
熱
中
し
、
接
続
す
る

の
が
近
世
の
信
仰
で
あ

っ

た
。

(
田
中

正
能
)

⇔

絵

馬

神
仏

に
祈
願

し
た
り
感
謝

の
心
を
あ
ら
わ
す
た
め
奉
納

し
て
社
頭

に
掲
げ
る
板
絵

や
文
字

を
総
称
し
て
絵
馬
と
い

っ
て

絵

馬

祈

願

い
る
。
絵
馬
祈
願
は
、

か
な
り
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
矢
吹
町
に
現
存
す
る
も

の
は
近
世
後
期

か
ら
明
治
期

の

も

の
が
多

い
、
絵
馬

は
社
寺

に
生
き
て
い
る
馬
を
奉
納
し
た
の
が
そ
の
は
じ
ま
り
で
、
変

じ
て
板

に
馬

の
絵
を
か

い
て
奉
納
す
る
よ
う

に
な

っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
明
ら
か
で
な
い
。

絵
馬
に
は
、
小
絵
馬
と
額
絵
馬

(
大
絵
馬
)
が
あ

り
、
小
絵
馬
は
、
奉
納
者

の
男
女
別
、
姓
名
、
年
齢
、
奉
納
年
月
な
ど

し
る
し
、
祈
願
の

ゆ

趣
旨
を
絵

や
文
字
で
書
く
こ
と
が
普
通
で
あ

っ
た
。
病
気
の
平
癒
を
願

っ
た
り
、
家
内

の
安
全
や
繁
栄
、
農
作
物

の
豊
作
、

ま
た
農

家
で
重
要

き

と

う

し

せ
ん

た
く

な
財
産
で
あ

っ
た
牛
馬

の
安
全
の
た
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
祈

り
を
込
め
て
、
ま
た
災
難
な
ど
が
あ
る
と
、
祈
疇
師
な
ど
の
宣
託
を
う
け
て
近

郷

の
社
寺
を
ま
わ
り
、
小
絵
馬
を
奉
納
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

こ
の
小
絵
馬

は
、
無
名

の
民
間
の
画
工
や
村

の
絵
の
上
手
な
人
が
書
く
こ
と
が

多
く
、
信
仰

の
習
俗
と
は
別

に
、
絵
そ

の
も
の
に
風
俗
画
な
ど
と
し
て
貴

重
な
も

の
が
あ
る
。

た

い
が

ん
じ
よ

う
じ
ゆ

額
絵
馬

(
大
絵
馬
)
は
、
著
名
な
絵
師
な
ど

に
注
文

し
て
、
馬
の
絵

に
奉
納
者
名
を
し
る
し
記
念
と
し
て
奉
納
し
た
り
、
大
願
成
就
の
御
礼

と
し
て
、
絵
そ
の
も
の
を
奉
納
す
る
こ
と
が
多

か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
俳
譜
や
和
歌

の
納
額
も
あ
り
、
美
術
や
文
学
の
資
料
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。

ま
た
実
物
を

ミ

ニ
チ

ュ
ア
に
し
た
工
芸
品
な
ど
も
み
ら
れ
る
、
な
お
、
矢
吹
町

に
は
、
他
地
域
に
み
ら
れ
る
算
額

(和
算
の
解

175

法
な
ど
し
る
し
た
も

の
)
は
現
在
は
み
あ
た
ら
な
い
。
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嚢
ぽ

む

ゑ

.轟

一

麟

趣

轟轟
夢
、

譲

砺串許り九

編

lllぎ 営i
l瓢 糠i韓 勲騨 縛、パき メ

継響窪感総;灘 謙媒 講
明新観音堂(明新地内)

絵(明 新観音堂)

 

馬

チ

×

、
.
ヒ

セ
・、
チ
)
板

に
.↓.
一四
頭

の
馬
が
書
か
れ
鹿
毛
、
俘
丘
、
白
丘
の
彩
色
が
ほ
ど

こ
さ
れ
、

る
名
前
が
数

ヵ
所

に
吾

か
れ
て
い
る
。
ま
た
嘉
永
五
年

(
.
八
五
二
)

の
家
形

(
約
六
ヒ
セ
ン
チ

×
九
四
セ
ン
チ
)

館

と
港

の
見

え
る
氏
の
大
木
の
ド
に
唐
人
と
思
わ
れ
る
..人
の
人
物
が
、紘
ち
、
港

に
は
黒
船
が
浮
び
、
異
国
情
緒
を
た
だ
よ
わ
せ
た
当
時
と

し

て
は
珍
ら
し
い
風
景
画
で
あ
る
。
寄
進
者
名

や
奉
納
の
文
字
は
な
く
、
虎
好
仙
人
彩
の
款
識
と
年
号

の
み
書

か
れ
て
い
る
。
虎
好
仙
人
の
名

は

他

に
は
な
く
旅

の
絵
師
が
P
日
い
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
嘉
永
七
年

二
月

に
、
中
野
目
村
庄
屋
円
谷
春
平
、
中
畑
村
庄
屋
小
針
発
右
衛
門

(鳶
綱

.
後
述
)
の
.一人
が
領
ド

の
命
を
う
け
、
異
国
船
渡
来

の
た
め
警
備
と
し
て
出
府
L
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
江
戸
で
買
求
め
記
念

に
奉
納

し
た

も

の
で
な
か
ろ
う
か
、
と

に
か
く
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
た
異
国
風
景

は
村
人
を
驚
う
か
せ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
(
口
絵
参
照
)

矢
吹

の
村

々
の
祉
芋

矢

吹

の

絵

馬

の
拝
殿
や
堂
内

に
奉

納
さ
れ
て
い
る
絵
馬
は
、
紀
年
銘

の
あ
る
も

の
で
は
元
文

二
年

(
～
七
三
二
)

の
句
額
が

最
も
古
く
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
れ
以
後

の
も

の

で
明
治
期

の
も
の
が
多
い
。
保
存
状
態
が

い

は
く
ら

く

ず
れ
も
あ
ま
り
良
く
な
い
た
め
剥
落

し
て
い

る
の
が
多

い
の
は
残
念
で
あ
る
。

次

に
、
そ
の
主
な
も
の
を
社
寺
ご
と

に
観

察
す

る
と
、
明
新

の
観
音
堂

に
あ

る
絵
馬
の

中

で
最
も
古

い
も
の
は
、
文
政
」
年

(
一
八

二
四
)
卯
月
古
日
と
年
号

の
あ
る
馬
絵
の
絵

馬

で
あ
る
。

こ
れ
は
家
形

の

(約
七

ニ
セ
ン

'

中
野
目
村
円
谷

な
ど
願
主
名
と
思
わ
れ

の
異
国
風
景
絵
馬
は
、
洋
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異国風景(明 新観音堂)馬(明 新観音堂)

 

神
瞠

モ

ぞ
う

し
ん

め

そ

の
ほ
か
こ
こ
に
は
、
作
年
代

は
不
明
で
あ
る
が
塑
像
神

馬

一
体
と
馬
絵

の
小
絵
馬

一
四
面

が
奉
納
さ
れ
て
い
て
明
治
期
の
も
の
が
多
い
。

ほ
か
に
馬
字
千
字

(四
四
セ
ン
チ

×
七
ヒ

セ
ソ

チ
)
が

一
面
あ
り
近
郷

の
馬
産
地
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
畑
根
津
権
現
神
社
は
、
そ
の
縁
起
は
占
い
が
堂
宇
が
改
築
さ
れ
て

い
る
の
で
失
わ
れ
た
も

の
も
多

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
嘉
永
四
年

(
一
八
五

一
)
亥
十
二
月
奉
納
の
鞍
馬
山

の
額
絵
馬

(約

六
ニ
セ
ン
チ
×

.
二
一..セ
ソ
チ
)
が
あ
る
。
寄
進
者
は
棚
倉
藩
中
川
上
善
内
、

山
田
鉄
兵
衛
、
竹
内
弔
助
と
あ
り
、
彩
色
で
保
仔
状
態
が
よ
く
画
は
白
竜
楽
山
筆
と
款
識
さ
れ

幾趨
A

ゼ・安,鴨lli(叫・彊H牡ミセiヒ権∫見糾1芋L)

て
い
る
。

ほ
か
に
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
奉
納
の
鉄

の
草
鮭
、
「
手
」

・
「足
」

の
文
字

五
〇
字

を

一
面

に
占

と

う

み

き
百
河
郡
沢
尻
村
里
よ
が
奉
納
し
た
文
字
絵
馬
、
唐
箕

す

ん
こ
く

と
万
石

の
実
物
模
型
、
征
露
凱
旋
祈
願
、子
供
の
養
育
、

婦
人
の
祈
り
、
天
狗

の
図
、
牡
丹
の
絵
、
神
前

の
図
な

ど
の
小
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
、

こ
こ
に
は
馬

の
絵

馬
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
祈

り
や
願

い
の
絵
馬
が
多

い
。

中
畑
根
宿
館
山
の
山
頂

に
あ
る
観
音
堂

に
は
、
寛
政

ヒ
年

(
一
ヒ
九
五
)
十

一
月
小
針
氏
奉
納

の
雄
馬
の
絵

臣
岬
(四
昌∪
セ
ソ
チ
x
六
〇

セ
ソ
チ
)
が
'納
め
ら
れ
て
い

る
。

こ
れ
は

一
筆
が
き

の
力
強

い
タ

ッ
チ
で
か
か
れ
て

い
る
も

の
で
絵
師
名
は
な
い
が
秀
作

で
保
存
状
態
も
よ

195

く
貴
重

で
あ
ろ
う
。



世第五編 近

鉄草鮭(中 畑根津 権現神社)
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文字絵馬(中畑根津 権現神社)

箕(中 畑根津 権現神社)

 

唐

岬

ま
た
、
中
畑
陣
屋
代
官
本
姓
小
針
事
井
上
周
平
曲豆
章
奉
納
と
裏
面

に
墨
書
銘

の
あ
る
絵
馬

(
七
四
セ
ン
チ

×
九
〇

セ
ン
チ
)
は
、
井
上
周
平

の
在
任
時
期
か
ら
天
保
期
と
類
推

さ
れ
る
が
、

絵
面
は
磨
滅
が

は
な
は
だ
し
く
、

そ

の
輪
郭
が
判
明
す
る
程

度

で
あ
る
が
、

日
の
出
に
富
士

山
、
手
前

に
竜
と
波
が
か
か
れ
て
金
箔
な
ど

の
彩
色
の
あ
と
も
残

っ
て

い
る
。
落

款
も
あ
る
が
判
読
で
き
な

い
、
名

の
あ
る
絵
師

に
よ
る
か
な

り
の
作
品
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
磨
滅
が
惜
し
ま
れ
る
。
な

お
こ
の
堂
内

に
は
、
不
揃
え

の
木
片

(約
三
〇

セ
ソ
チ

×
三
〇

セ
ン
チ
内
外
)

に
か
か
れ
た
百
人

一
首

の
絵
馬
が
四
五
枚
残
さ
れ
て
い
て
、
歌
と
人
物
絵
が
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
て
あ
る
。
作
者

・
奉
納
者

・
年
代
と
も
に
不
明

で
あ
る
が
百
枚
奉
納

の

↓
部
が
残

っ
た
も

の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
元
治
二
年

(
一
八
六
五
)
の
観
音
堂
由
来
と
歌
額
が
あ
り
七
首

の
和
歌
が
そ
え

ち

か
の
ワ

ら
れ
て

い
る
。
額
中
子
舞
と
あ
る
の
は
中
畑
村
庄
屋
小
針
発
右
衛
門
光
澄

で
書
画
を
よ
く
し
歌
も
詠
む
文
人
で
あ

っ
た
。
ほ
か
に
馬
絵

の
も
の
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馨霧蕊 霧
中畑根宿 観音堂

城
目
御
霊
神
社
に

咲

数
点
が
納
め
ら
れ
て

い
る
が
明
治
期

の
も

の
が
多

い
。

観
音
堂
と
同

じ
館
山
の
中
畑

八
幡
神
社

の
絵
馬
は
明
治
期

の
も
の
で
、
明
治
五
年
伊
勢
参
宮
連
中

に
よ

っ
て
奉
納

さ
れ
た
羅
生
門

(渡
辺
綱

ゆ

う
こ
う

の
図
)
(
一
六
〇

セ
ソ
チ
×
一
二

〇

セ
ン
チ
)
の
額
絵
馬
は
幽
篁

の
落
款
が
あ
る
。

幽
篁

は
中
畑
村

の
岡
崎
長
左
衛
門
で
庄

屋
を

つ
と
め
文
人

で
あ

っ
た
。

ま
た
原
宿

・
平
鉢
の
大
山
講
中

の
人

々
に
よ

っ
て
奉
納
さ
れ
た
日
本
海

々
戦
図

(
一
四
〇

セ
ン
チ
×
二
三
〇

セ
ン
チ
)
は
、
竹
堂

と
款
識
が
あ
り
、
同
村

岡
崎
長
三
郎

(長
左
衛
門

の
弟
)
が
か
い
た
も

の
で
あ
る
。

ほ
か
に
松

.
竹

.
藤
と
鷹

の
彫
刻

の
献
額

(
六
五

セ
ソ
チ

×
九
〇

セ
ソ
チ
)
と
明
治
三
年

の

「奉
四
季
句
合
」

の
俳
句
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
(知
麗
醤

)
。

矢
吹
町
の
現
存

す
る
紀
年
銘

の
あ
る
絵
馬

の
中

で
最
も
古

い
元
文

二
年

(
一
七
三
七
)
の
句
額
が

二
面
あ

り
白
河
.

絵(根宿 観音堂)馬

嘗

鱒

難

糊

指

・
繁

L

鳳

百人一首(根 宿 観音堂)
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鑛
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観音堂由来q艮宿 観ご瞠)

額(三 城 目 御霊神祉)

 

句

額(三 城目 孤il'益ぞ111掃二)

 

句

砂(中 野目 八坂神社)

 

高

須
賀
川
な
ど
の
人

・
と
と
も
に
三
城
目
伊
藤
氏
な
ど
地
.兀
の
人

・
の
名
も
み
・κ
、
文
学
資
料
と
し
て
貴
薯

あ

る

(嵌

僑

詳

醜

五
舐

)。

け

や
ぎ

ほ
か
に
大
畑
住
吉
八
幡
神
社

に
は
檸

の
自
然
板

に
平
安
朝
風

の
絵

の
あ
る
絵
馬
が
あ
.り
年
代
不
詳

で
あ
る
が
新

し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
藤

文
伊
の
款
識
が
あ

る
。
同
社

に
は
狐
絵

の
小
絵
馬
も
あ
る
.
ま
た
大
和
久
日
吉
神
社

に
は
、
俳
諸
の
献
額
が
一
.面
あ
.り
ヒ
六
句
が
か
か
れ
、
須

賀
川
の
市
原
多
代
女
を
は
じ
め
、
大
和
久
や
近
郷

の
俳
人

の
名
が
あ

る
が
現
在

は
磨
滅

し
て
判
読
で
き
な
い
。
奉
納
年
月
も
嘉
永
と
し
か
読
め

な
い
。
大
池
三
光
稲
荷
神
社

に
は
三
光
神
社
真
景

(元
治
年
間

の
景
)
な
ど
が
あ
る
。
中
野
目
八
坂
神
社

の
高
砂

の
図
小
絵
馬
が
ほ
ほ
え
ま
し

へ

む
し

(藤
田

正
雄
)
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